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一
、
イ
ン
タ
ー
ン
制

東
大
を
初
め
全
国
医
学
部
の
医
科
大
学
の
紛
争
は
イ
ン
タ
ー
ン
制
を
め
ぐ

っ
て
発
生
し
た
。
こ
の
制
度
は
昭
和
一
二
年
八
月
三
○
日
勅
令
四
○
二
号
に

よ
っ
て
制
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
種
炎
の
問
題
を
含
ん
で
お
り
、
昭
和

三
七
年
ご
ろ
か
ら
廃
止
の
動
き
が
表
面
化
し
、
昭
和
四
三
年
五
月
一
○
日
、
医

師
法
一
部
改
正
法
案
の
成
立
に
よ
っ
て
廃
止
さ
れ
た
。
医
学
生
、
研
修
生
に

よ
る
紛
争
が
発
生
し
た
の
は
法
案
成
立
時
前
後
で
あ
る
が
、
そ
の
頃
に
は
イ

ン
タ
ー
ン
制
廃
止
は
ほ
と
ん
ど
既
定
の
事
実
と
な
っ
て
お
り
、
争
点
は
む
し

ろ
廃
止
後
に
く
る
登
録
医
制
あ
る
い
は
報
告
医
制
と
呼
ば
れ
た
卒
後
研
修
制

度
の
あ
り
方
で
あ
っ
た
。

二
、
六
一
日
ス
ト

ィ
ン
タ
ー
ン
制
闘
争
に
お
い
て
医
学
生
・
研
修
生
は
、
「
国
立
病
院
ボ
イ

コ
ッ
ト
、
大
学
病
院
た
て
こ
も
り
」
を
方
針
と
し
た
が
、
こ
の
戦
術
が
大
学

病
院
と
の
間
に
諸
種
の
摩
擦
を
起
し
た
。
東
大
医
学
部
で
も
紛
争
の
き
っ
か

け
は
、
い
つ
も
附
属
病
院
研
修
生
受
入
れ
人
数
で
あ
っ
た
。
昭
和
四
一
年
度

研
修
に
際
し
て
は
一
ク
ラ
ス
一
五
九
名
受
入
れ
の
要
求
が
出
さ
れ
、
交
渉
が

こ
じ
れ
て
一
日
ス
ト
が
行
な
わ
れ
た
が
、
木
本
病
院
長
の
決
断
に
よ
り
問
題

は
解
決
さ
れ
た
。
昭
和
四
二
年
度
に
は
二
ク
ラ
ス
三
○
○
名
受
入
れ
の
要
求

が
あ
り
、
今
回
も
切
替
病
院
長
代
理
の
決
断
に
よ
り
受
入
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
が
、
細
目
を
決
め
る
段
階
で
三
内
科
受
入
れ
人
数
に
つ
い
て
の
折
合
い
が

つ
か
ず
、
交
渉
が
難
行
し
、
結
局
、
妥
結
直
前
に
時
間
切
れ
と
な
り
学
生
・

研
修
生
が
ス
ト
に
突
入
し
た
。
ス
ト
中
も
交
渉
が
行
な
わ
れ
た
が
、
学
生
処

分
問
題
が
院
路
と
な
っ
て
行
き
詰
っ
た
。
し
か
し
吉
川
医
学
部
長
の
勇
断
に

よ
り
「
全
員
戒
告
」
の
線
で
六
一
日
で
ス
ト
終
結
に
漕
ぎ
つ
け
た
。

三
、
実
地
修
練
妨
害
事
件

六
一
日
間
の
ス
ト
が
終
っ
た
段
階
で
医
学
部
は
新
た
な
問
題
に
直
面
し

た
。
ス
ト
に
参
加
せ
ず
正
規
に
卒
業
し
た
五
名
の
学
生
が
現
行
の
臨
床
実
地

修
練
生
（
イ
ン
タ
ー
ン
生
）
と
し
て
東
大
病
院
で
修
練
を
始
め
た
と
こ
ろ
、

メ
ト
派
学
生
の
一
部
が
こ
れ
を
妨
害
し
た
の
で
あ
る
。
昭
和
四
二
年
五
月
、

新
任
の
豊
川
医
学
部
長
お
よ
び
上
田
病
院
長
は
、
大
河
内
東
大
総
長
の
指
示

に
よ
り
妨
害
し
た
学
生
お
よ
び
研
修
生
を
処
分
し
た
〕

四
、
長
期
ス
ト
の
開
始

昭
和
四
三
年
度
研
修
に
関
し
て
は
三
ク
ラ
ス
三
七
○
名
受
入
れ
の
要
求
が

出
さ
れ
た
が
、
東
大
病
院
は
こ
れ
を
拒
否
し
た
。
こ
の
た
め
昭
和
四
二
年
一

凡
二
九
日
よ
り
学
生
は
無
期
限
ス
ト
に
突
入
し
た
が
、
前
年
と
は
異
な
り
、

医
学
部
長
お
よ
び
病
院
長
は
解
決
の
た
め
の
交
渉
を
一
切
行
な
お
う
と
し
な

か
っ
た
。五

、
上
田
内
科
事
件

ス
ト
中
の
学
生
・
研
修
生
は
交
渉
相
手
で
あ
る
医
学
部
長
・
病
院
長
を
探

し
て
い
た
が
、
昭
和
四
三
年
二
月
一
九
日
、
病
院
前
で
偶
然
上
田
病
院
長
を

発
見
し
た
の
で
交
渉
を
要
求
し
て
跡
を
追
っ
た
。
上
田
病
院
長
は
学
生
・
研
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修
生
の
追
跡
か
ら
逃
れ
た
が
、
こ
の
時
病
院
長
を
助
け
出
そ
う
と
し
た
上
田

内
科
Ｈ
医
局
長
が
暴
力
を
振
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
学
生
・
研
修
生
が
大
挙

し
て
医
局
に
押
し
か
け
、
翌
朝
ま
で
Ｈ
医
局
長
を
拘
束
し
て
追
及
し
、
遂
に

謝
罪
文
を
書
か
せ
て
引
き
上
げ
た
。
豊
川
医
学
部
長
お
よ
び
上
田
病
院
長

は
、
こ
の
事
件
に
参
加
し
た
学
生
一
二
名
、
研
修
生
・
研
究
生
五
名
を
処
分

し
、
昭
和
四
三
年
三
月
一
二
日
に
こ
れ
を
発
表
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
直
ち

に
、
被
処
分
学
生
の
う
ち
の
Ｔ
君
は
誤
認
処
分
で
あ
る
と
い
う
声
が
起
り
、

興
奮
し
た
学
生
・
研
修
生
に
よ
る
学
内
デ
モ
、
建
物
占
拠
お
よ
び
東
大
評
議

会
カ
ン
ヅ
メ
事
件
が
そ
の
日
の
う
ち
に
相
次
い
で
発
生
し
た
。

六
、
高
橋
・
原
田
メ
モ

Ｔ
君
誤
認
処
分
に
関
す
る
真
相
究
明
の
た
め
、
東
大
病
院
の
高
橋
講
師

（
物
療
内
科
）
お
よ
び
原
田
講
師
（
精
神
科
）
が
九
州
に
行
き
、
Ｔ
君
の
ア

Ｉ
ハ
イ
調
査
を
行
な
い
、
こ
れ
を
実
証
す
る
報
告
書
を
昭
和
四
三
年
三
月
二

六
日
夜
、
東
大
教
授
懇
談
会
で
発
表
し
、
そ
の
翌
日
の
朝
日
新
聞
朝
刊
に
そ

の
詳
細
が
報
道
さ
れ
た
。
東
大
医
学
部
側
は
、
こ
れ
に
対
す
る
反
証
を
あ
げ

る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

七
、
誤
認
処
分
異
議
申
立
て

昭
和
四
三
年
三
月
二
七
日
、
医
学
部
は
Ｔ
君
に
関
し
て
「
当
人
が
文
書
を

も
っ
て
正
式
に
学
部
長
に
異
議
を
申
し
出
る
な
ら
ば
、
当
人
か
ら
事
情
を
聴

取
す
る
用
意
が
あ
る
」
と
告
示
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
Ｔ
君
は
四
月
八
日
に

申
し
出
て
き
た
の
で
医
学
部
は
直
接
事
情
聴
取
を
行
な
っ
た
が
、
四
月
二
○

日
Ｔ
君
は
急
に
態
度
を
変
え
、
再
び
ス
ト
派
学
生
の
中
に
戻
っ
て
い
っ
た
。

八
、
紛
争
の
全
学
化

東
大
医
学
部
紛
争
は
東
大
紛
争
へ
と
拡
大
す
る
潜
在
力
を
最
初
か
ら
も
つ

て
い
た
・
例
え
ば
昭
和
四
三
年
三
月
二
八
日
の
東
大
卒
業
式
式
典
は
医
学
部

ス
ト
学
生
の
妨
害
に
よ
り
実
施
で
き
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、
四
月
一
二
日
の

東
大
入
学
式
は
大
学
側
が
強
行
し
た
。
昭
和
四
三
年
六
月
に
な
る
と
医
学
部

一
般
学
生
は
ス
ト
狸
対
し
て
倦
怠
感
を
も
ち
始
め
た
が
、
一
方
活
動
家
た
ち

は
逆
に
尖
鋭
化
し
、
六
月
一
五
日
、
一
部
の
も
の
が
独
走
し
て
安
田
講
堂
を

占
拠
し
た
。
六
月
一
七
日
、
大
河
内
東
大
総
長
は
占
拠
学
生
を
排
除
す
る
た

め
に
警
察
機
動
隊
を
導
入
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
東
大
全
体
が

大
き
な
衝
撃
を
受
け
、
六
月
二
○
日
に
は
全
学
抗
議
一
日
ス
ト
が
行
な
わ
れ

た
。
東
大
医
学
部
紛
争
か
ら
東
大
紛
争
へ
と
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
始
め
た
の
で

あ
る
。

九
、
赤
松
委
員
会

昭
和
四
三
年
四
月
か
ら
五
月
の
時
点
、
す
な
わ
ち
紛
争
が
ま
だ
医
学
部
レ

ベ
ル
に
留
ま
っ
て
い
た
段
階
で
、
大
河
内
東
大
総
長
は
医
学
部
問
題
を
処
理

す
る
た
め
に
総
長
直
属
の
特
別
学
生
委
員
会
を
つ
く
っ
た
。
こ
れ
は
赤
松
委

員
会
と
呼
ば
れ
た
。
医
学
部
教
授
会
と
医
学
部
学
生
・
研
修
生
と
の
間
の
交

渉
に
よ
る
ス
ト
解
決
を
目
指
し
て
、
赤
松
委
員
会
は
斡
旋
工
作
を
始
め
た
。

結
局
医
学
部
教
授
会
お
よ
び
病
院
の
指
導
者
か
ら
は
あ
る
程
度
の
譲
歩
の
保

証
を
得
た
が
、
学
生
に
対
す
る
工
作
は
成
功
せ
ず
、
し
た
が
っ
て
、
委
員
会

と
し
て
の
成
果
が
挙
が
ら
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
う
ち
に
問
題
は
医
学

部
の
わ
く
を
越
え
て
拡
大
し
た
。

一
○
、
総
長
全
学
集
会

警
察
機
動
隊
導
入
に
よ
り
紛
争
の
全
学
化
を
引
き
起
こ
し
た
大
河
内
総
長

は
、
自
ら
の
責
任
に
お
い
て
事
態
の
収
拾
を
図
ろ
う
と
し
て
、
総
長
全
学
集

会
（
総
長
団
交
）
を
計
画
し
た
。
昭
和
四
三
年
六
月
二
八
日
午
前
、
東
大
評
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議
会
が
開
か
れ
、
医
学
部
処
分
に
関
し
て
は
、
Ｔ
君
の
処
分
は
還
元
、
Ｔ
君

以
外
の
二
人
か
ら
も
異
議
申
立
て
が
あ
れ
ば
受
け
付
け
る
と
い
う
線
に
落

ち
つ
い
た
が
、
総
長
の
警
官
導
入
問
題
に
関
し
て
は
議
論
百
出
し
て
ま
と
ま

ら
な
い
う
ち
に
時
間
切
れ
と
な
り
、
評
議
会
と
し
て
の
結
論
が
出
な
い
ま

ま
、
同
日
午
後
二
時
よ
り
超
満
員
の
安
田
講
堂
で
総
長
全
学
集
会
が
始
ま
っ

た
。
と
こ
ろ
が
集
会
途
中
で
大
河
内
総
長
は
健
康
状
態
が
悪
化
し
て
退
場

し
、
こ
れ
を
不
満
と
す
る
一
部
活
動
家
た
ち
は
そ
の
ま
ま
残
留
し
て
遂
に
安

田
講
堂
を
占
拠
す
る
に
至
っ
た
。

二
、
小
林
学
部
長
時
代

昭
和
四
三
年
八
月
一
○
日
、
大
河
内
総
長
は
告
示
を
出
し
、
（
１
）
医
学

部
処
分
は
全
員
に
つ
い
て
再
審
査
す
る
、
（
２
）
警
察
力
導
入
は
好
ま
し
く

な
い
が
、
あ
の
時
は
止
む
を
得
な
か
っ
た
、
（
３
）
警
察
力
導
入
を
避
け
る

た
め
学
生
自
身
の
手
で
学
内
暴
力
を
抑
制
し
て
ほ
し
い
、
（
４
）
大
学
改
革

の
た
め
大
学
問
題
検
討
委
員
会
を
発
足
さ
せ
る
、
の
四
点
を
明
ら
か
に
し

た
。
こ
れ
に
対
し
て
八
月
二
日
、
東
大
闘
争
全
学
共
闘
会
議
は
次
の
七
項

目
の
反
対
提
案
を
行
な
っ
た
。
（
１
）
医
学
部
処
分
撤
回
、
（
２
）
機
動
隊
導

入
の
自
己
批
判
、
（
３
）
青
医
連
の
公
認
、
（
４
）
文
学
部
処
分
撤
回
、
（
５
）

一
切
の
捜
査
協
力
拒
否
、
（
６
）
学
生
処
分
権
の
不
行
使
、
（
７
）
大
衆
団
交

の
場
で
以
上
を
文
書
を
も
っ
て
確
認
し
、
責
任
者
は
辞
職
す
る
。

一
方
、
八
月
一
○
日
、
総
長
告
示
の
公
表
と
同
時
に
医
学
部
首
脳
の
交
代

が
あ
り
、
医
学
部
長
は
豊
川
教
授
か
ら
小
林
教
授
に
、
病
院
長
は
上
田
教
授

か
ら
石
川
教
授
に
変
っ
た
。
す
る
と
、
こ
れ
を
契
機
に
医
学
部
学
生
五
ク
ラ

ス
約
五
○
○
人
の
う
ち
二
八
人
が
連
名
で
「
ス
ト
終
結
宣
言
」
を
行
な
っ

た
の
で
、
小
林
医
学
部
長
は
こ
れ
に
呼
応
し
て
卒
業
試
験
を
実
施
す
る
と
発

表
し
、
そ
の
受
験
を
め
ぐ
っ
て
学
生
は
分
裂
し
た
。

二
一
、
再
審
査
委
員
会

八
・
一
○
総
長
告
示
に
基
い
て
、
東
大
評
議
会
は
医
学
部
処
分
を
再
審
査

す
る
た
め
に
「
再
審
査
委
員
会
」
を
発
足
さ
せ
た
。
こ
の
委
員
会
は
処
分
学

生
と
の
接
触
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
、
も
っ
ぱ
ら
医
学
部
教
授
会
か
ら
事

情
聴
取
を
行
な
い
、
昭
和
四
三
年
一
○
月
、
「
医
学
部
に
お
い
て
教
育
的
処

分
の
条
件
が
著
し
く
欠
如
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
こ
と
、
手
続
上
ま
こ
と
に

不
備
不
適
切
な
点
が
あ
っ
た
こ
と
も
認
め
ざ
る
を
得
な
い
。
よ
っ
て
わ
れ
わ

れ
は
二
人
は
懲
戒
処
分
に
該
当
し
な
い
も
の
と
判
断
す
る
」
と
い
う
報
告

書
を
東
大
評
議
会
あ
て
に
提
出
し
た
。

一
三
、
退
官
問
題

昭
和
四
三
年
二
月
一
日
、
東
大
評
議
会
が
開
か
れ
、
再
審
査
委
員
会
の

報
告
書
に
基
い
て
医
学
部
処
分
が
撤
回
さ
れ
、
こ
れ
に
対
す
る
責
任
を
と
っ

て
大
河
内
総
長
よ
り
辞
意
が
表
明
さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。

こ
れ
に
引
き
続
い
て
小
林
医
学
部
長
は
「
豊
川
前
医
学
部
長
お
よ
び
上
田

前
病
院
長
か
ら
辞
意
の
あ
る
こ
と
を
聞
い
て
い
る
」
と
発
言
し
た
が
、
こ
れ

が
両
教
授
の
退
官
問
題
の
発
端
と
な
っ
た
。
と
言
う
の
は
、
そ
の
後
豊
川
・

上
田
両
教
授
は
退
官
の
意
志
の
な
い
こ
と
を
明
言
し
、
一
方
学
生
た
ち
は
二

教
授
の
退
官
を
要
求
し
た
か
ら
で
、
こ
の
問
題
は
紛
争
に
お
け
る
一
つ
の
争

点
と
な
っ
た
。

昭
和
四
四
年
一
月
一
○
日
、
「
東
大
集
会
」
に
お
い
て
加
藤
総
長
代
行
の

締
結
し
た
「
確
認
書
」
の
中
に
「
評
議
会
は
こ
の
処
分
に
関
し
直
接
重
大
な

責
任
を
も
つ
豊
川
・
上
田
両
教
授
の
退
官
に
つ
き
、
適
切
な
措
置
を
と
る
」

と
い
う
項
目
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
加
藤
総
長
代
行
は
白
木
医
学
部
長
に
対
し
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て
適
切
な
措
置
を
と
る
よ
う
指
示
し
た
が
、
医
学
部
教
授
総
会
は
両
教
授
に

対
し
て
辞
職
勧
告
を
行
な
う
件
に
つ
い
て
意
志
決
定
を
す
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。
そ
こ
で
三
月
一
四
日
の
東
大
評
議
会
が
「
さ
き
に
表
明
さ
れ
た
辞

意
を
速
や
か
に
実
現
さ
れ
る
こ
と
が
至
当
で
あ
る
」
と
い
う
見
解
を
決
議
し

て
こ
の
問
題
に
終
止
符
を
打
っ
た
。
し
か
し
、
豊
川
・
上
田
両
教
授
は
遂
に

辞
職
し
な
か
っ
た
。

一
四
、
医
学
部
確
認
害

昭
和
四
三
年
二
月
三
日
に
新
た
に
選
出
さ
れ
た
白
木
医
学
部
長
は
、
東

大
医
学
部
紛
争
を
終
結
さ
せ
る
た
め
就
任
早
々
共
闘
系
学
生
と
折
衝
を
始
め

た
が
、
成
功
し
な
か
っ
た
。
一
方
、
一
二
月
二
四
日
、
民
青
系
学
生
が
中
心

と
な
っ
て
医
学
科
学
生
大
会
が
開
か
れ
、
学
生
代
表
が
選
出
さ
れ
た
の
で
、

医
学
部
教
授
会
は
こ
れ
ら
の
代
表
と
折
衝
を
開
始
し
、
加
藤
総
長
代
行
の
締

結
し
た
「
七
学
部
（
医
学
部
な
ど
三
学
部
が
含
ま
れ
て
い
な
い
）
確
認
書
」

に
立
脚
し
て
「
医
学
部
集
会
」
を
行
な
う
こ
と
と
な
っ
た
。
昭
和
四
四
年
一

月
二
六
日
に
行
な
わ
れ
た
こ
の
集
会
は
、
反
対
派
学
生
の
乱
入
に
よ
っ
て
中

断
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
代
表
団
交
渉
に
よ
り
「
医
学
部
合
意
書
」
が
締
結
さ

れ
、
二
月
三
日
の
医
学
科
学
生
大
会
は
こ
れ
を
承
認
し
て
一
年
ぶ
り
で
ス
ト

を
解
除
し
た
。
し
か
し
一
部
学
生
は
な
お
ス
ト
を
継
続
し
て
い
た
の
で
授
業

再
開
に
は
な
お
至
ら
な
か
っ
た
。

一
五
、
正
常
化

昭
和
四
四
年
四
月
一
日
に
就
任
し
た
中
井
医
学
部
長
は
、
授
業
再
開
に
反

対
す
る
学
生
・
医
局
員
な
ど
と
の
数
回
に
わ
た
る
折
衝
を
経
て
、
五
月
二
八

日
、
一
六
カ
月
ぶ
り
で
医
学
部
授
業
を
再
開
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
一
応
東
大

医
学
部
紛
争
は
終
結
し
、
正
常
化
が
達
成
さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
も
な

お
東
大
病
院
を
中
心
に
紛
争
の
余
波
は
続
い
た
。

頁
数

一
五
八
二

頁
数

五
二
‘
九

五
三
四

五
八
三

第
三
十
一
巻
四
号
例
会
講
演
要
旨
横
川
弘
蔵

日
本
医
学
校
と
女
性
医
師
の
先
駆
者
た
ち

三
十
一
巻
四
号
小
関
恒
雄
著

「
法
医
学
」
な
る
語
は
い
つ
頃
か
ら
使
わ
れ
た
か

’
正
誤
表口

行
数

後
・
三
行

後
・
二
行

上
段
右
よ
り
六
行

行
数

下
段
右
よ
り
八
行

右
よ
り
十
行

右
よ
り
七
行

こ
こ
に
‐
↓
こ
上
に

○
○
口
曾
胃
の
ロ
扇
Ｉ
↓
○
○
国
駕
昌
ロ
の
旨
厨

誤
↓
正

風
間
た
れ
の
項
耳
鼻
喉
咽
科
↓
耳
鼻

咽
喉
科

多
川
す
承
の
項
名
簿
↓
女
医
名
簿

女
医
に
日
本
女
医
五

十
年
史
に
↓
に
日
本

女
医
五
十
年
史
を

生
澤
久
及
↓
生
澤
久

乃昭
和
三
十
四
年
十
月

↓
昭
和
三
十
年
四
月

十
日

誤
ｌ
↓
正
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